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研究成果の概要（和文）：専門学校教員への調査を通じて明らかになったのは以下の点である。第一に、専門学校教員
が有する「能力」観によって専門学校教育が強く規定されていることである。第二に、そうした「能力」観の学科・学
校ごとの多様性である。専門学校教育の多様性は、こうした教員の「能力」観の多様性に規定されていることが推測さ
れる。この点も研究の成果の一つである。

研究成果の概要（英文）：It is the following points to have become clear through the investigation to 
specialized training colleges teachers.First, specialized training colleges teachers' recognitions 
about"the ability"specialized training colleges trains strongly prescribes specialized training colleges 
education.Second,recognitions about"the ability”are various.Variety of the specialized training colleges 
education is related to these variety.

研究分野： 教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)近年の高等教育・中等後教育の改革動向 

今日、ユニバーサル段階を迎えたわが国の高

等教育・中等後教育は、急速な多様化と個性

化が進展しており、その体系的な再編成が大

きな課題となっている。その際、毎年約 30

万人の青年を受け入れ、多種多様なキャリア

ルートへと送り出す専門学校教育の役割を、

青年の進路保障や職業教育機会保障の観点

から明確化する作業の必要性は高い。専門学

校は、従来高等教育の中心となってきた大学

とは異なる性質を持つ教育機関として捉え

られているが、大学・短大に比してその実体

解明は進んでいない。したがって、専門学校

教育の独自性と意義についての明確化は、近

年の高等教育・中等後教育の再編成の議論に

大きく貢献するものとなる。 

 

(2)専門学校教育研究の課題 

今日まで、専門学校に関する研究は、その多

様性から体系的に行われてきたとは言いが

たく、個々の関心によって様々に行われてい

る状況にある。専門学校の多様な教育実態に

対して、実証的な把握を目指した調査研究が

行われているが、総じてその多様性ゆえに適

確な評価指標の設定が難しく、専門学校教育

の特徴と役割に関して明確な結論を導き出

してはこなかった。 

先行する調査研究においては、専門学校教

育の質の保証による社会的認識の改善を現

実的課題として、その成果を外的要素（企業

からの評価や就職率）から測定しようとする

調査研究が多く実施されてきた。これらはい

わば「いかにその後のキャリアに繋がるか」

という就労的観点から専門学校教育を評価

する研究であり、就職率・関連分野就職率が

高い教育分野の専門学校に対して高い評価

を与えるという結論が共通している。 

専門学校が養成する「能力」を検討するに

際して、確かに就労的観点は重要であるし、

就職率といった指標も一つの判断基準とな

るが、これらの観点・指標のみで、専門学校

教育やそこで養成される「能力」の実態や意

義が明らかにされるとは言い難い。より多様

な観点・指標を用いた検討がなされる必要が

ある。 
 
２．研究の目的 
 専門学校の養成する「能力」に対しては、

入職後すぐに役立つような職業実践的な「即

戦力」であると評価されてきた。これに対し

て、申請者は専門学校が「即戦力」を養成し

ているという評価の妥当性について検討し

てきた。拙著では、専門学校教育の受け手で

あった青年に対する聞き取り調査をもとに、

専門学校が行っている職業教育が、職業専門

的な「狭義の職業教育」に限定されない性質

を持っていることついて明らかにしてきた

（『専門学校の教育とキャリア形成－進学・

学び・卒業後－』大月書店、2011 年）。そこ

から導出されたのは、専門学校教育は専門学

校生の社会観や勤労観を醸成しており、それ

らが専門学校教育の養成する「能力」の一部

として位置付けられるのではないか、という

視点である。 

 これを明らかにするためには、専門学校が

具体的にどのような「能力」を養成している

のかについて、専門学校教育の内的要素の分

析を通して検討する必要がある。すなわち、

専門学校教育の主体である専門学校の教育

組織の諸要素の検討が必要であり、とくにそ

の担い手である教員を対象とする検討が不

可欠となる。 

 本研究では、申請者及び分担者の現在まで

の研究の成果を足がかりとして、専門学校で

養成される「能力」を分析するために、専門

学校の内的要素の中心的要素である教員を

対象とした調査を行うものである。 
  
３．研究の方法 
 本研究は、専門学校教員を対象とする質的



（インタビュー）調査を中心として構成する。

対象とするのは東京・大阪・福岡の３大都市

に位置する専門学校である。質的調査にあた

っての予備調査として量的調査（郵送調査）

を行い、その結果から仮説を立て、その仮説

に基づいて質的調査を設計する。これらの調

査によって得たデータを分析することによ

って専門学校の養成する「能力」について検

討する。 

 そのうえで、こうした得られた「能力」観

と各学科・各学校の教育内容（教育目的、教

育目標、カリキュラム、授業内容など）がど

れだけ関係しているのかについて、それぞれ

の資料を収集し、互いを照らし合わせること

で、両者の関係性を検討する。 

 
４．研究成果 

 専門学校教員への質的調査を中心にして

本研究が明らかにしたのは以下の諸点であ

る。第一に、専門学校教員が有する「能力」

観に専門学校教育が強く規定されているこ

とである。教育内容編成の自由度が他教育機

関に比して高い専門学校において、また卒業

後のキャリア形成を強く意識する専門学校

においては、教員が意識する「能力」観が専

門学校教育に強く影響を与えている。そのこ

とが、専門学校教員への調査ならびに各学

科・学校の教育内容の照らし合わせにより明

らかになった。第二に、「能力」観の学校・

学科ごとの違いである。専門学校の多様性に

対応して専門学校教員が有する「能力」観も

非常に多様であった。この点が確認できたこ

とも本研究の成果の一つである。 

こうした成果とともに、研究課題もまた浮

かび上がってきた。とくに専門学校教員につ

いて検討すべき要素が多数存在すること、そ

のなかでもとくに専門学校教員としての職

業的アイデンティティがその教育実践等を

強く規定することが明らかになってきた。一

般の学校教育と異なり、専門学校教員の制度

的規定は緩やかであり、教員の養成制度も確

立されていない。そのため、専門学校教員の

職業的アイデンティティは非常に多様であ

り、それぞれ多種多様な役割認識、専門性認

識のもとで専門学校教育は編成・実施されて

いる。今後、専門学校教育研究を進めていく

にあっては、この専門学校教員の職業的アイ

デンティティについて明らかにする必要が

ある。 
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